



An Introduction to the Study of Tsai Youan Pei,（1)
Shirosuke　MASUDA
Department　o　f　Pedagogy　Faculty　o　f　Education
序
　今年の夏期休暇中，筆者は長崎大学教養部教授中田喜勝先生を団長とする中国語研修旅
行団の一員に加えられ，上海市の上海交通大学に約二週間の留学をしたが，その短期留学
中の三泊四日を漸江省紹興市での調査・研究に過し得たという幸運に恵まれた。これ，ひ
とえに，留学先の上海交通大学当局の御助力，御配慮，団長中田先生の御好意の賜物によ
るものであり，深く感謝している所である。長崎大学薬学部教授河野信助先生と私とは副
団長の役にあったが，河野先生が副団長としての然るべき役を果されたのに対し，私は何
等為す所なく，しかも以上のような好遇を受享した事に内心伍泥たる思いと，深謝し御寛
恕を請いたい気持で一杯である。
　なお，私の紹興行きに対しては，直接的には上海交通大学外事処副科長の戴新泉先生，
同大学内燃机教研室研究室講師許燥章先生のお力添えに負う所が多大で，両先生にも筆者
は深く感謝している。特に許先生には，上海を出てより，上海に帰着するまで通訳の労を
とって戴くばかりか，四六時中，行動を共にして戴いて，筆者は許先生の御労苦に対して
も，言葉に現わし得ぬような深謝の気持で一杯である。
　年末，北京大学初代校（総）長であり，民国初代の教育総長（文部大臣にあたる）であ
った票元培氏を研究して来た筆者の今回の紹興行の意図は，察元培氏研究・調査を其の出
身地・紹興に焦点をあてる事にあったが，後でも触れるように，その意図は皆さんの御援
助で，先ずは大半達せられたと思われる。というのは，許先生が紹興市出身の方であった
事も幸いして，紹興市の知人筋への連絡も直ちに取られ，筆者の研究・調査も直ちに軌道
に乗ったからであった。筆者が日頃より尊敬し研究している察元培先生の孫さんにあたら
れる察武玉女史に許先生のお引合わせでお逢い出来たぽかりか，察武玉先生の御案内で察
元培氏旧居跡を訪う事が出来，剰え，藥女史が今後の筆者の察元培氏研究への御助力を筆
者に約された事などがそれである。察女史によれぽ，現在，察元培氏関係資料を関係当局
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が収集中だとの由であるが，女史は，これより発掘されるであろう察元培氏関係の新資料
の提供を筆者に約された訳で，これらの事どもは筆者にとっては何よりも嬉しい事であっ
た。中国へ渡航以前，紹興を訪うことすらも覚束ないと考えていた筆者にとっては，これ
らの事どもは夢想だもしなかった所であり，筆者には何よりの事であった。以上の皆さん
に筆者はここでも改めて感謝の気持を捧げたい。
　紹興市で許先生から引合わせて戴いた方は藥武玉先生以外にも，許先生の紹興中学時代
の恩師○○○先生，上海交通大学の先輩，陳治元氏，地元の紹興の知人，○○○氏，余剛
氏などであったが，これらの方々とも話合い，更にこれらの方々と一緒に彼の猛暑・炎天
下を連日，魯迅記念館，魯迅先生旧居跡，三昧書屋跡，二元培先生旧居跡，秋理女史旧居
跡，秋気二士記念碑，紹興中学，山亭，禺陵，東湖などを経廻った事は，異国人の筆者に
とって非常に印象深い事であったし，且つ忘じ難い事でもあった。因みに，言わでもの事
かも判らぬが，以上の事に関連して念のため，以下の事を付け加えて置きたい。
　魯迅先生が世界的な著名な文学者である事は言うに及ばず，三味書屋跡は魯迅氏幼少時
の教育施設跡，秋瑳女史は「面面八病」と謳われ，此地誌興で処刑された有名な女性：革命
家であり，魯迅氏，秋理女史ともに票元培氏と関係のあった人，紹興中学は魯迅，二元培
両先生の出身校であり，ともに両氏が卒業後，一時，教師として勤務した学校，蘭亭は例
の書家として有名な玉義之の「面面集魚」の蘭亭（紹興市内には王義之の故事に因んだ地
名が二，三あるが，察元培先生旧居跡の通りの地名もその一つである），　中国古伝言上の
例の治水事業で有名な夏の始祖の禺の廟が禺陵，東急は杭州の西湖に匹敵する素晴らしい
景勝地，これらが上記の諸事の補説である。
　以上の事に関連して，忘じ難い事と言えば以下の事どももそうであった。宿舎の紹膨面
館の近くにある府山公園，府山に毎早朝，許先生と一緒に登り，望海上から中国のベニス
と評される水郷・紹興市内を傭涌した事，府山で毎朝，老幼男女の人々が思い思いに太極
拳などの運動をしているのを目撃した事，また，そこで越劇の女優さんが発声と蜻蛉返り
を各々の子供さんに教えているのを目撃した事，府山に残る呉，越時代の城壁を目撃した
事，紹興中学に残る魯迅先生の執務室を察先生たちと一緒に観覧した事，魯迅氏の作品，
孔乙巳のモデルとなったとされる酒店で二心を被り，苗香豆を喰べ，孔乙巳の往時を偲ん
でみた事，紹興賓館の女子従業員，郭紅雲嬢に漢詩二，三を発音して貰いテープコーダー
に吹込んだ事，刑死の場所に建てられた秋三女士記念碑の前で皆さんと一緒に記念撮影を
した事，許先生と紹興の映画館で映画を観覧した事（越鳥を観劇する事を筆者は熱望した
が，遺憾乍ら，他へ巡回公演中でこれは叶わなかった），　藥二六先生に伴われて察元詰氏
旧居跡を訪ない，血縁の方々と暫く歓談した事，秋理女史旧居跡を訪ねた際，武田泰淳氏
の秋理女囚伝の「秋風秋雨人を愁殺す」がある事を管理の方にお教えしたら驚かれ，筆者
が帰国後，其の本を寄贈して差上げる積りである事を語ると，とても喜ばれた事，文革時
代の混迷を物語る若干の痕跡を禺陵，蘭島で見た事，山亭で皆さんと一緒に西瓜を喰べた
こと等々………アット　ランダムに挙げて来たが，以上の事どもがそうである。
　私事も交え，筆者は段々にこれ迄述べて来たのであるが，それは一つには，筆者という
日本人に示された現在の中国の人々に示された友情と理解と助力を読者にも頒ちたかった
からであり，二つには，兼ねて，三元培氏らを育んだ紹興という町が，昔も今も古さと新
しを共存させた町であるという事も行間から読者に読み取ってほしかったからでもある。
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　武田泰淳氏に『秋風秋雨人を愁殺す』という秋理女士伝がある事は先にも述べた通りで
あるが，その秋瑛女史評伝の中で，武田氏は紹興について以下のように述べている。
　「水郷。ぬか雨にけむる水郷。水路の発達した，水の光にとりかこまれた静かな町。
　魯迅や秋理の時代にそうであったようにして，今日の紹興の町も，上海や杭州とはちが
った，田舎くさい小都市としてとどまっていた。こまごました土産品を買いたくなる街。
と言うのは，小さな手工業，小さな商売のさかえた，独自性のつよい街だからだ。大餅，
三条，　肉包子，　などを盛りあげた店先の湯気と煙，柄のついていないさまざまな農具の
刃，たばにしてつるさげられたワラジ，自と赤のあざやかな豚肉の切身，乾した魚や古び
た漢方薬の店，　どれもこれも足をとめてとりあげてみたくなる品物ばかりだ。　……中略
　紹興県の現在の人口は89万人，昔から水田と淡水魚に恵まれていたから「魚と米のふる
さと」ともよばれた。しかし，当時は工業はほとんど成りたたないで，工員100人たらず
の町工場，精米のための小さな発電所，そのほか，有名な老酒，茶，織物の工場などが，
わずかに経営されてはいたが，　失業者も多く，　食糧も自給自足できなかった。　r長路糧
食』という看板をかかげた米穀店があったのも，よそから運んできた食糧でまかなってい
たからである。流行病や不作がつづき，一畝あたり200斤から400斤の米しかとれなかっ
た。今では1300斤から1500斤くらいとれるという。これは人民公社ができて，土地改造を
し，モーターにより排水をやり，耕うん機もいれたからだという。
　私はそれらの説明をききながらも秋雪女士の遺跡が，はたして見られるものかどうか，
気にかかっていた○
　首を斬られた場所には記念碑が立っているし，その前を通過して魯迅の記念館にも行く
のだから，そこだけはたしかに見ることが出来る。
　魯迅の故居の方は，奥までず一つと見学することが出来た。彼が幼少の頃，小さな虫な
ど捕えた百草園にも初夏の草が生い茂っていた。隣家との境の低い築地も草むして残って
いる。小さな竹やぶがあり野菜畑には野菜の縁がみずみずしい。周一族の住んでいた家だ
けに，なかなか奥ぶかくて大きかった。
　秋理二士立居の方は，門が閉じられていて参観が許されない。魯迅の故居に比べ，彼女
の二二の方は，町はずれの淋しいところにある。…………」1）と。
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